
プラザ通信
まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「平成31年3月下旬発行予定」です。平成31年4月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。［平成31年1月末日必着］

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

平成30年11月30日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36 ※再生紙・植物油インクを使用しています。

第13回まちづくり市民交流フェスタ開催報告
平成30年10月13日（土）、14日（日）の両日、合人社ウェンディひと・

まちプラザ（まちづくり市民交流プラザ）とその周辺を会場に、市内を
中心に活動する市民団体やまちづくりボランティア人材バンク登録者
約50組との協働により「まちづくり市民交流フェスタ2018」を開催しま
した。心地よい秋晴れの中、2日間で延べ4,712人の方にご来場いただ
きました。
南棟1階の特設ステージでは、スーパーちんどんのにぎやかなお囃

子と広島少年合唱隊の澄んだ歌声に始まり、音楽やダンス、伝統芸
能やパフォーマンスを楽しみました。屋外では水餃子や無農薬野菜や
雑貨の販売だけでなく、紙芝居の上演やステージ出演者によるフェス
タのPRも。館内では、活動を紹介する展示のほか、さまざまな体験や
工作、相談会、講座などを開催しました。ほかにも、プラザの施設・設
備を活かした上映会や演奏会、パソコン体験会などの催しや、袋町小

学校の児童作品展、カフェや
ウォークラリーもあり、子どもか
ら大人まで楽しめる2日間となり
ました。
また、今年も学生ボランティ

ア団体が、広島経済大学、広島
修道大学、エリザベト音楽大学、
広島文教女子大学、比治山大学
から参加。このほか、当日の運
営ボランティアとしても多数の学
生や市民の方の参加があり、世
代や活動ジャンルを越えた交流
の場となりました。
この「まちづくり市民交流フェ

スタ」は、広島市内近郊で市民活動や生涯学習などに取り組んでいる
団体・グループの皆さまが、日頃の活動成果の発表や活動の紹介、情
報発信などをともに行い、参加団体同士や来場される皆さんとの交流
を深め、活動の輪を広げていくことを目的に開催しています。今年度
の「まちづくり市民交流フェスタ」は終了しましたが、来年度4月以降、
次のフェスタに向けて動き始めます。詳細が決まりましたらこの「ら
しっく」誌上でもお伝えしますので、ぜひご覧ください。

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！

▲ステージ発表の様子▲実行委員会の様子 ▲展示コーナーの様子

▲屋外バザーの様子

▲工作・体験コーナーの様子

▲講座・講演会の様子
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こうよう／秋の終わり頃、木
の葉が黄色く色づくこと。銀
杏、櫟、欅などの黄葉をい
う。古くは、晩秋の落葉樹
が紅色、黄色に色づくのを
すべて黄葉と記した。

広島市
青少年
センター

▶らしっくレポート 街道のまちと古民家で広がる“仲間の輪”
▶らしっくコラム・ネコ好きの聖地？広島市中区猫屋町の歴史！ ▶ようこそ！公民館へ～安佐南区内公民館～
▶人材バンク 名人 宝人 達人 ▶H㎡助成支援団体のご紹介 ▶情報の森 ▶プラザ通信

連載

広島城下の
街道に注目

CLOSE UP

出雲石見街道が通る
可部、歴史あるまちを

住民が案内し伝える

可部夢街道もてなし隊

平成31年は旧広島藩主浅野家の広島入城
400年

歴史と人と未来をつなぐ新たなにぎわいづ
くりを目指す

まちなか西国街道推進協議会

西国街道の歴史を学び、実際に訪れ伝える

五日市西国街道散策倶楽部
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平成31年は旧広島藩主浅野家の
広島入城400年
歴史と人と未来をつなぐ
新たなにぎわいづくりを目指す

まちなか西国街道推進協議会 https://ja-jp.facebook.com/machinaka.saigoku/

江戸時代の広島城下は、京都と下関を結ぶ「西国街道」を中心に商業が発展したにぎやかなまちでした。
歴史ある街道を中心に、地域の活性化や伝承に取り組んでいる団体を紹介します。

広島城下の街道に注目

江戸時代、広島で最も活気があった西国街道
1589年、毛利輝元が築いた広島城を中心に城下町となった広

島。その後、時代とともにさまざまな形で発展を遂げてきた城下町
広島を支えてきたのが「西国街道」です。
広島の中心部、広島駅周辺から八丁堀、紙屋町、広島平和

記念公園をつなぐ「西国街道」を「まちなか西国街道」とし、地域
の活性化に取り組むの
が「まちなか西国街道
推進協議会」です。
平成28年春、紙屋町

と八丁堀地区の間にあ
る仏壇通りの商店主や
有識者約40人で準備委
員会を立ち上げると、そ
の後は2ヵ月に一度の会

議を積み重ね、平成30年3月に設立。「今、再開発が進み変化を
続けているJR広島駅周辺と、商業施設が集まる中区の紙屋町、
八丁堀地区は、かつて西国街道があった場所です。古くから広
島で最も活気があったとされる場所に、もっと人の往来が戻ってく
れば市中心部の魅力が高まり、にぎわいも生まれてくるはずです」
と語るのは事務局の高山正さん。

先人たちが残した偉大な歴史を、
未来を担う子どもたちに伝える
「ゴロ合わせで3月15日を「西国街道の日」として独自に制定。
キックオフイベントとして、中区のライブカフェに広島市郷土資料館
の学芸員を招き、広島市中心部の江戸時代から近代への移り変
わりを紹介する「西国Bar」を実施。江戸時代は、街道沿いに商
家が並び、広島で最も活気があったことなどを解説し、私たち市
の観光宣伝隊「安芸ひろしま武将隊」のメンバーも参加して盛り
上げました」と協議会のメンバーで、武将隊では毛利元就役を務

CLOSE
UP

▲ 西国Barの様子（平成30年3月15日）

西国Barの様子
（平成30年3月15日）

▲ 平岡優一さん（左）と高山正さん（右）

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。1082-545-3911
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特集
広島城下の街道に注目01
▶まちなか西国街道推進協議会

ボランティアガイド
による案内の様子

▶可部夢街道もてなし隊

講座の散策会の様子

▶五日市西国街道散策倶楽部

09 H㎡助成支援団体のご紹介
▶佐伯文化芸能振興会
▶みんなの寺子屋
▶あとぴっこ親子の会「みんなで」

07 人材バンク  名人 宝人 達人
▶ペーパー・ムーン
▶山田 道信さん

05 らしっくレポート ひろ記者が行く
▶街道のまちと古民家で広がる“仲間の輪”

らしっくコラム
▶ネコ好きの聖地？広島市中区猫屋町の歴史！
　安田女子大学 文学部
　高木 久史 准教授

11 情報の森

15 プラザ通信

「ひろしま歴史再発見 出前授業」の様子（幟町小学校）

▲ 「ひろしま歴史再発見 出前授業」の様子
　 （竹屋小学校）

06 ようこそ！公民館へ
▶安佐南区内公民館

める平岡優一さん。
平成30年9月には子どもたちに、自分の住んでいるまちの歴史を
知ってもらい、郷土愛を育みたいとの思いから、広島市内の小学
校3校（幟町小学校・袋町小学校・竹屋小学校）で「ひろしま歴
史再発見出前授業」を実施。広島市郷土資料館と広島城の学
芸員、平岡さんの3人が講師を務め、小学生に町名や古地図、
文献といった資料をもとに、身近なまちの歴史をひも解く授業を行
いました。「授業を受けた小学生からは、「普段当たり前のように
見たり、通っていたりする場所のルーツを知る機会は滅多になく、
貴重な時間を過ごすことができた」などの感想があり、教える私た
ちも、自分たちが住んでいるまちの良さを再発見することができま
した」。
今後は、まちの中に西国街道を可視化する活動として、行政
へ働きかけ、広島市立大学の学生がデザインしたマンホールの蓋
を、街道沿いに設置したり、JR広島駅南口交通案内所の案内図
看板に、西国街道を標す計画も進んでいます。実際に歩いて、
西国街道を実感できると思います。ほかにも、通り御祭礼、コスプ
レ行列、スタンプラリーなどさまざまなイベントを考えています。
「広島城築城後、西国街道を中心に栄えた広島には、長い歴
史があります。自分たちが住む今の広島は、どうやって築かれ発
展したのか。先人たちが苦労を積み重ねて築いた歴史を知ると、
誰もが今の広島を愛おしく
思うはずです。歴史を知
ることで、広島をもっと好き
になって欲しいですね」と
高山さん、平岡さんは語っ
てくれました。
歴史を通して、まちのに

ぎわい創出や故郷の良さ
を改めて子どもたちに伝え
るなど、さまざまな事に挑
戦する皆さんの志に、熱
い想いを感じました。

たかやまただし

ひらおかゆういち

0201



西国街道の散策から古代山陽道、
都志見往来日記を辿る散策にまで広がる
平成15年度に、五日市公民館が主
催した「街並み再発見講座」をきっか
けに、平成16年「五日市西国街道散
策倶楽部」は発足しました。
「当時、講座の集大成として受講生
が一年をかけて、「西国街道ぶらり散
策まっぷ廿日市～五日市～井口」を
作ったんです。講座が修了した後も、
受講生が集まって、その散策マップを使った勉強会をするために
立ち上げたのが、五日市西国街道散策倶楽部です」現在も指導
員を務める、佐々木卓也さんはこう語ります。
約30人の会員で始まった同会は、平成17年9月から3ヵ月間、
広島市で開かれたイベント「ひろしま八区覧会・八区物館」にも協
力。その年の春にプレイベントとして西国街道散策会を主導した
のを皮切りに、イベント本番となった11月の散策会でも存在感を発
揮し、西国街道に関する豊富な知識と見どころを、参加者に平易
にレクチャーし好評を得ます。
「当時は広島市内で、散策マップを作って散策会を開いていた
のは「やはたがわまっぷくらぶ」「草津まちづくりの会」「可部カラス
の会」「二葉の里歴史の散歩道ボランティアガイドの会」の4団体
が先駆者的な存在でした。私たちは、その4団体に追いつけ追い
越せの気持ちで、精力的に散策会を実施。その活動範囲は、
西国街道のみならず「古代山陽道」や広島藩の絵師岡岷山の
「都志見往来日記」に記された場所を辿ることまで広がり、参加者

が街道を実際に歩き、歴史を
感じてもらえたと思っています。
散策マップを使うことで、史跡
の場所と説明を一目で見て理
解し、当時の様子を具体的に
イメージすることができます」。
ほかにも散策では、佐伯区

にある街道松を訪れることもあ
るそうです。街道松は江戸時
代、五街道（東海道、中山道、
日光街道、奥州街道、甲州街
道）をはじめ西国街道にも植え
られていました。当時は約三
間（5m強）ごとに植えられ松
原通りと呼ばれていたそうですが、現在では2本の松のみが残っ
ています（廿日市街道松と中野砂走の出迎え松の6本も現存）。

歴史街道を散策する活動が各地で活性化、
次世代継承にも取り組む
平成19年に広島五日市ライオンズクラブ創立30周年記念事業

のひとつとして、「五日市まちめぐり散策路：あまんじゃくと歩く通り
みち」を作成。地域にある歴史的遺産を散策マップと案内板を使
い、地域に住む人はもちろん、訪れる人にも知ってもらう活動を続
けました。また毎年、講演会と散策会を組み合わせた講座を企画。
一年を通して、西国街道の魅力について学ぶ講座を開いています。
「約15年に渡る活動の中で、散策マップを使って歴史的まち並
みを散策する活動が、各地域で活性化していると感じています。
私たちの活動がその一役を担うことができたことは、大きな自信に
も繋がっています。発足当初の会員は、皆シニア世代となり、同
世代の生涯学習のサポートも増えてきています。今後は次世代へ
の継承が課題です。これからは、地域の小学生や中学生たちに、
歴史を伝える出前講座などを行って、若い世代にもその魅力を伝
えていきたいですね」佐々
木さんは今後の抱負を
語ってくれました。地域に
残っている歴史的遺産を
広く伝え、後継者育成にも
取り組もうとされる姿に、大
きな可能性を感じました。

可部夢街道もてなし隊

5団体が連携して、ガイドブックを作成
ガイドグループを結成
広島市安佐北区可

部地区に残る古いまち
並みを案内し、歴史を
伝えるために平成25年
に「可部夢街道もてなし
隊」は発足しました。平
成25年3月「可部カラス
の会」「可部夢街道街
づくりの会」「可部ガイド
クラブ」「NPO法人ウイ
ングかべ」「広島文教女
子大学」の5団体が連
携して「可部夢街道もてなし隊ご案内ハンドブック」を作成したの
がきっかけです。
「平成9年から「可部カラスの会」は、可部の歴史を含めて知っ
てもらい、住みやすいまちにしようと考えて活動していました。活動
しながら十数年の時間をかけて集めた資料をまとめ、平成21年に
「わがまち可部―あなたも可部通」を作りました。この資料を使って、
散策に訪れた人たちのガイドをしていました。その後、同じようにま
ち案内に取り組んでいた「可部夢街道街づくりの会」と連携を図っ
ていく中で、もっと持ち運びに便利なガイドブックがあればと思い
「可部夢街道もてなし隊ご案内ハンドブック」を作りました」と話をし
てくれたのは、可部カラスの会のメンバー山口美智恵さん。
可部は古くから交通の要所であった「出雲石見街道」が通って

おり、江戸時代、敵の侵
入を困難にするために作
られたとされる、急に直角
に曲がる道路形態「折り
目」があります。このガイド
ブックには、神社仏閣や
折り目など、可部地区の
名所113ヵ所が写真入り
で紹介されています。

まちの魅力を伝え、次世代に継承する
「現在、5団体から集まった34人が登録。公民館を通してまち
案内の要望を受け、ボランティアガイドがまち案内をしています。
可部には、城跡や神社仏閣はもちろん、商家が並び栄えた街道
の名残、さらには、自生する樫木から獲れる山繭で栄えた明治か
ら昭和初期のまち並みなど、歴史的な見所がたくさん残っていま
す。「可部カラスの会」の皆さんが時間をかけ集めた資料をもとに、
私たちは散策に訪れた人たちに可部の魅力を伝える。幅広い人
たちに知ってもらうための歴史のバトン継承を、世代を超えて取り
組めているのが、可
部のまちの良さだと思
います」と、コミュニ
ティサロン「可笑屋」
の三島満里子さんは
語ります。
今後は、地域で活
動する若い世代との
連携も深めて、残され
た歴史や文化の共有
を図り、後世に伝えて
いくことが課題と、山
口さん、三島さんたち
は感じています。歴史
的価値の高いまち並
みや街道を、次世代
に伝えていこうとする
皆さんにこれからも期
待します。

出雲石見街道が通る可部、歴史あるまちを住民が案内し伝える
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五日市西国街道散策倶楽部

西国街道の歴史を学び、実際に訪れ伝える

▲ 佐々木卓也さん

▲ 山口美智恵さん（左）と三島満里子さん（右）

▲ 光禅寺参道横の「誓いの松」と
　 呼ばれるクロマツ

▲ 楽々園にある街道松を訪れる様子
▲ 「わがまち可部―あなたも可部通」
　 （平成21年作成）
　 「可部夢街道もてなし隊ご案内ハンドブック」
　 （平成25年作成）

さ さ き たく や

おかみんざん

つ し み おうらいにっき

ぐちやま み ち え

み しま ま り こ

▲ボランティアガイドによる案内の様子 ▲ 「ひろしま八区覧会・八区物館」で使用された散策マップ▲ 今も残る直角に曲がる道路「折り目」 ▲ ふるさと歴史講座の講演会の様子

か わら や
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